
（
赤

羽
地

内
　

慈
眼

寺
）

福
よ
来
い

3N
o.630

2
0
1
5

2
0
1
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今
年
小
学
校
に
入
学
す
る
の
は
、

平
成
20
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
21
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童
の

皆
さ
ん
で
す
。
町
教
育
委
員
会
が

２
月
15
日
ま
で
に
ま
と
め
た
入
学

予
定
者
に
よ
る
と
、
３
校
合
わ
せ
て

１
０
1
人
で
す
。
氏
名
が
違
っ
て
い

た
り
、
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に

は
、
町
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

こ
ど
も
未
来
課

　

☎
（
６
８
）
１
１
１
９

　
市
　
塙　

大
塚　

雅
志　

小
川　

陽
菜

小
林　

海
斗　

小
林　

恵
太

小
林　

美
月　

五
味
渕
楓
花

篠
崎　

り
な　

関
澤　
　

彩

髙
木　

桃
華　

髙
橋　

咲
葵

滝
田　

響
介　

千
葉　

心
寧

冨
永　

莉
菜　

永
嶋　

侑
斗

永
島　

琉
衣　

半
田
龍
之
介

渡
邊　
　

駿　
　
　
　
　
　

上
　
根
　
石
川　
　

晃　

大
嶋　

菜
織

大
島　

叶
愛　

菊
地　

奏
多

菊
地　

悠
月　

菅
谷　

翔
希

小
林　

眞
大　
　
　
　
　

　

　
石
　
下　

福
島　

優
希　
　
　
　
　
　

　

も
う
す
ぐ
新
学
期
。
就
学

児
の
い
ら
っ
し
ゃ
る
ご
家
庭

で
は
入
学
準
備
で
お
忙
し
い

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

町
内
の
各
小
学
校
で
は
一

日
入
学
が
行
わ
れ
、
新
一
年

生
と
保
護
者
の
方
に
、
学
校

生
活
に
必
要
な
こ
と
や
交
通

ル
ー
ル
な
ど
を
説
明
し
、
４

月
の
入
学
に
備
え
ま
し
た
。

もうすぐ一年生

市貝小学校

25名

赤
　
羽　

相
田　

大
翔　

穴
澤　

昊
空

荒
井
こ
こ
ろ　

荒
井　

梨
花

飯
野　

翔
太　

石
川　

七
姫

石
川　

心
結　

石
川　

結
人

岩
崎　

祥
大　

磯　
　

歩
佑

稲
場　

海
人　

押
久
保
青
波

恩
田　

乃
愛　

加
藤　

小
巻

　

金
澤　

実
佑　

金
田　

優
希

　

軽
部　
　

健　

河
上　

千
夏

川
尻
有
里
紗　

小
塙　

陸
斗

齊
藤　

孝
行　

佐
藤　

綾
音

佐
藤　

賢
太　

佐
藤　
　

禅

柴
田　

修
輝　

鈴
木　

颯
泰

鈴
木
希
々
果　

高
橋　

希
空

髙
松
い
ろ
は　

髙
松　

春
陽

髙
松
ひ
な
た　

髙
松　

千
乃

谷
水　

心
美　

千
葉　

優
雅

藤
平　
　

凜　

永
嶋　

拓
実

　

西
澤　

隼
人　

林　
　

和
楽

　

古
内
果
南
子　

水
沼　

樹
里

　

三
村　

侑
加　

見
ル
野　

健

村
井　

奈
那　

安
岡　

結
愛

　

山
村　

涼
太　

渡
辺
瞬
太
郎

多
田
羅　

大
垣　

孝
介　

加
藤　

正
真

髙
松　

亮
太　

津
村　

千
代

　
椎
　
谷　

岩
村　

真
依　

大
根
田
朱
里

　
　
　
　
　

藤
井　

優
妃　

松
田　

海
杜

　
　
　
　
　

横
山　

愛
奈

　
文
　
谷
　
相
田　

未
愛　

小
森　

文
羽

　
　
　
　
　

萩
島　

紗
怜

　
田
野
辺　

大
畑　

佳
暖　

大
畑　

希
実

　
　
　
　
　

髙
梨　

凰
生　

髙
松　

奏
空

　
　
　
　
　

松
木　

悠
眞　

皆
川　

優
衣

　
　
　
　
　

栁
岡　

想
楽

　
杉
　
山　

青
木　

百
花　

薄
根　

太
志

　
　
　
　
　

薄
根　

莉
央　

横
山　

聖
南

　
大
谷
津　

大
山　

舞
桜　

河
俣　

美
羽

　

続
　
谷　

小
堀　

泰
知　

稲
村
く
る
み

　
　
　
　
　

関
澤
あ
ゆ
み　

関
澤
か
な
み

　
刈
生
田
　
田
中　

結
菜

赤羽小学校

小貝小学校

50名

26名

　 もうすぐ１年生

　新入生は101人

赤羽小学校での一日入学の様子
　
「
梅
開
早
春
」
梅
の
つ
ぼ
み
は
最
も
厳
し

い
冬
の
間
に
咲
く
た
め
の
養
分
を
懸
命
に
蓄

え
、
そ
し
て
春
は
貧
し
き
者
に
も
苦
し
む
者

に
も
分
け
隔
て
な
く
や
っ
て
来
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
四
年
目
を
迎
え
ま

す
。
今
年
観
音
山
梅
の
里
に
は
、
栃
木
県
内

に
避
難
し
て
い
る
ふ
く
し
ま
あ
じ
さ
い
会
か

ら
50
名
ほ
ど
の
被
災
者
の
皆
様
が
や
っ
て
来

ら
れ
ま
す
。
地
元
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
す
。

　

人
と
人
と
が
助
け
合
う
よ
う
に
、
町
と
町

と
が
助
け
合
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ゴ
ミ
処

理
や
消
防
な
ど
、
一
つ
の
町
で
や
る
に
は
行

財
政
能
力
が
小
さ
い
た
め
に
、
い
く
つ
か
の

町
や
市
が
協
力
し
合
っ
て
事
務
の
共
同
処
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

芳
賀
郡
内
に
は
、
ゴ
ミ
処
理
を
行
っ
て
き

た
芳
賀
郡
中
部
環
境
衛
生
事
務
組
合
が
市

貝
町
赤
羽
と
益
子
町
七
井
の
町
境
に
あ
り

ま
す
。
同
組
合
は
益
子
町
、
茂
木
町
、
市

貝
町
、
芳
賀
町
の
４
つ
の
町
で
構
成
さ
れ
、

６
万
７
千
人
余
り
の
地
区
住
民
か
ら
排
出
さ

れ
る
ゴ
ミ
を
焼
却
処
理
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
た
び
真
岡
市
を
含
む
一
市
四
町
で

運
営
す
る
芳
賀
地
区
広
域
行
政
事
務
組
合
に

お
い
て
、
真
岡
市
井
頭
に
新
た
に
焼
却
処
理

施
設
を
稼
働
し
た
こ
と
に
よ
り
五
十
年
余
り

に
及
ん
だ
使
命
を
終
え
、
平
成
三
十
一
年
度

を
目
途
に
組
合
を
解
散
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
た
め
、
組
合
が
所
有
す
る
財
産

を
全
て
処
分
す
る
こ
と
と
な
り
、
市
貝
町
北

部
に
あ
る
最
終
処
分
場
予
定
地
も
そ
の
対
象

と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
組
合
で
二
年
ほ
ど

前
か
ら
話
題
に
上
が
り
、
市
貝
町
議
会
に

お
い
て
も
昨
年
三
月
よ
り
全
員
協
議
会
で

議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
九
月
十
九
日
に

は
同
組
合
の
管
理
者
で
あ
る
大
塚
益
子
町

長
が
来
庁
さ
れ
、
説
明
を
受
け
た
と
こ
ろ

で
す
。

　

最
終
処
分
場
は
迷
惑
施
設
と
呼
ば
れ
、
建

設
に
は
周
辺
住
民
の
抵
抗
運
動
に
遭
遇
し
、

容
易
に
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
平
成
八
年
に
構
成
四
町
が
痛
み

を
分
か
ち
合
う
と
い
う
趣
旨
か
ら
今
後
の

計
画
は
益
子
町
に
続
き
芳
賀
町
、
そ
し
て
、

市
貝
町
に
建
設
す
る
と
い
う
こ
と
で
合
意

が
な
さ
れ
ま
し
た
。
茂
木
町
の
処
分
場
も

こ
の
間
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

芳
賀
町
に
は
用
地
を
約
五
千
八
百
万
円

で
取
得
し
、
最
終
処
分
場
を
建
設
中
で
す
。

市
貝
町
で
は
、
平
成
八
年
に
塩
田
地
内
に

建
設
用
地
を
取
得
い
た
し
ま
し
た
。
当
時

の
お
金
で
四
千
九
百
万
円
で
す
か
ら
、
最

終
処
分
場
建
設
の
代
償
は
い
か
に
大
き
い

か
が
知
れ
ま
す
。
組
合
の
管
理
者
か
ら
は
、

同
用
地
は
評
価
額
（
一
割
相
当
額
）
で
払

い
下
げ
る
の
で
、
代
替
地
を
提
供
し
て
欲

し
い
と
の
案
を
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
町
議
会
の
正
副
議
長
で
構
成
す
る
組

合
の
議
会
が
最
終
的
に
案
を
決
め
ま
す
が
、

市
貝
町
議
会
が
同
意
し
な
け
れ
ば
、
究
極
の

と
こ
ろ
予
算
は
決
ま
り
ま
せ
ん
。
各
町
の
町

長
の
間
か
ら
も
取
得
額
の
半
額
等
様
々
な

案
が
出
さ
れ
協
議
を
続
け
て
い
ま
す
。
広
域

の
議
会
、
町
議
会
、
各
町
の
町
長
と
が
慎

重
に
協
議
を
重
ね
、
よ
り
良
い
方
向
で
ま

と
ま
る
よ
う
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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平
成
27
年
1
月
21
日
に
三
歳
児
健
診
を
受
診
さ
れ
た

お
子
さ
ん
の
中
で
、
む
し
歯
が
な
か
っ
た
よ
い
歯
の
子

を
紹
介
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
い
歯
を
大
切
に
し
ま

し
ょ
う
。

多田羅
増渕　陽

ひな

太
た

ちゃん

赤羽
石川　結

ゆ

瑞
ず

ちゃん

杉山　
横山　奈

な

南
な

ちゃん
（335）

椎谷　
平野　来

こ

依
より

ちゃん

赤羽　
鈴木　京

きょう

矢
や

ちゃん

赤羽
野本　夢

ゆめ

瑠
る

ちゃん

赤羽　
山本　諒

あき

人
と

ちゃん

赤羽　
檜山　希

き

仁
ひと

ちゃん

町内水質検査結果のお知らせ
○平成27年１月15日に町内７カ所の水質検査を実施しました。
　大腸菌群数については、各測定箇所で大幅に上回る結果となりましたが、今後も継続的に検査（年２回）
を行い経過を観察いたします。	
　主な原因としては、生活排水の汚れが考えられます。
　合併浄化槽の法定検査の励行や、古くなった物の更新など、皆さんのご協力をお願いします。

※用語の意味	 	 	 	 	 	 	 	

水素イオン濃度（ＰＨ） 酸性、アルカリ性を示す指標で、ＰＨ７．０が中性、これより小さい値が酸性、大きい値がアルカリ
性です。河川水のＰＨは、アルカリ性側の値が多くみられます。

生物科学的酸素要求量（ＢＯＤ） 水中の微生物により有機物が酸化・分解されるときに消費される酸素の量で、値が大きい程、水
中の汚濁物質（有機物）が多く、水中の汚染度が高いことを示しています。

浮 遊 物 質 量（ ＳＳ ） 粒径２㎜以下の不溶性の懸濁物質で、浮遊物質量が多くなると水が濁り、光の透過を妨げ、水域
の自浄作用を阻害したり、魚類の呼吸に悪影響を及ぼしたりします。

科学的酸素要求量（CＯＤ） 湖沼等の有機物などによる汚れの度合いを示す指標。有機性汚濁物質が化学的に分解される
時に必要な酸素の量で、この数値が大きいほど水質汚濁が進んでいる。

溶 存 酸 素 量（ Ｄ Ｏ ） 水中に溶けている酸素の量のことで、水中の汚濁物質（有機物）が多いと酸化する為酸素を消
費します。限界を超えて溶存酸素が減少すると、魚介類は、窒息します。

大 　 腸 　 菌 　 群 　 数 水中の大腸菌数群類は、雑排水などで河川が汚染されていることを意味します。基準値は、水
１００ｍｌ当たりに含む大腸菌群数が１千個以下です。

全 窒 素
水中に含まれる全ての窒素化合物である。窒素を大別すると、有機能窒素と無機能窒素にわけ
られ、有機能窒素は有機物の中に含まれている窒素で人間や動植物の生活や工場排水に起因
する。無機能窒素は、植物の栄養素として消費される。

※河川水は、環境基準A類型基準で実施し、沼については農業用水基準値で実施いたしました。

（環境基準A類型・河川）

NO 試料名 採取場所

水　温 Ｐ　Ｈ ＢＯＤ Ｓ Ｓ Ｄ Ｏ 大腸菌群数

6.5以上８．５以下 ２ｍｇ／ｌ以下 ２５ｍｇ／ｌ以下 ７５ｍｇ／ｌ以上 １０００ＭＰＮ／１００ｍｌ以下

℃ ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ ＭＰＮ/100ml

1 河川水 桜川・起点
（田野辺地区） 6.7 7.6 0.5 8.8 12.4 24,000

2 河川水 桜川・山王森橋
（市塙地区） 5.1 7.7 0.8 4.4 13.3 24,000

3 河川水 小貝川・大岩寺橋
（杉山地区） 6.1 7.6 0.5未満 1未満 13.2 2,400

4 河川水 小貝川・金井橋
（市塙地区） 6.6 7.5 0.7 １未満 12.1 1,300

5 河川水 市の堀用水・分水路
（赤羽地区） 11.5 7.1 0.5未満 1未満 10.0 790

6 河川水 思　　　　川
（赤羽地区） 7.2 7.4 12 6.8 4.6 79,000

（農業用水基準・沼）

7
試料名 採取場所

水　温 Ｐ　Ｈ CＯＤ Ｓ Ｓ 全窒素 Ｄ Ｏ

6.0以上７．５ ６ｍｇ／ｌ以下 １００ｍｇ／ｌ以下 １ｍｇ／ｌ以下 ５ｍｇ／ｌ以上

ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ ｍｇ／ｌ ｍｇ/l

沼　水 多田羅沼 5.6 6.9 4.1 3.2 0.91 7.7

平成27年度　臨時職員等募集一覧
職　　種 募集

人数 勤務期間 勤務場所 応募資格 賃　金 勤務時間等

①一般事務補助 ４名
平成27年４月１日～
平成27年９月30日
（更新あり）

市貝町役場
（イベントス
タッフは芝ざ
くら公園）

・パソコンの
基本的操作が
できる方
・普通運転免
許

日額 
6,000円

午前８時30分～
午後５時15分

イベントスタッフ
は早出・遅出あり

②一般事務補助及び 
　イベントスタッフ

１名

③スクールバス運転手 １名
平成27年４月１日～
平成28年３月31日

市貝小学校 
（予定）

大型１種免許
月額 

130,000円

午前６時30分～
午後７時30分の間で

週30時間勤務
（月によって変更あり）

④学校用務員 １名
平成27年４月１日～
平成27年９月30日
（更新あり）

小貝小学校
日額 

6,000円
午前８時～

午後４時30分

その他：特別賃金（６・12月）・交通費支給
募集期限：平成27年３月10日（火）まで
応募方法：市販の履歴書に必要事項を記入し、下記に提出してください。

提出先・
問い合わせ

①② 総務課庶務係 TEL（６８）１１１１

③④ こども未来課学校教育係 TEL（６８）１１１９
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第29回町健康マラソン大会

第56回 栃木県郡市町対抗駅伝競走大会

　第29回町健康マラソン大会が１月10日に開催されました。
　当日は親子ペアから一般の部まで10部門のレースが行われ、町内は
もとより、県内各地から参加した430名の選手たちは、日頃の練習の成
果を思う存分発揮し、城見ケ丘運動公園を利用した特設コースを勢い
よく駆け抜けていました。
　沿道には応援に駆けつけた保護者からの声援が飛び交い、ゴールし
た選手たちからは笑顔がこぼれていました。

　第56回栃木県郡市町対抗駅伝競走大会が１月25日に開
催されました。
　コースは県庁から栃木市総合運動公園を往復する全10
区60.02キロに30チームが出場し、当町からも６選手が芳
賀郡Ａ・Ｂチームで熱い走りを繰り広げました。
　芳賀郡Ａが総合13位、芳賀郡Ｂが総合25位でした。

■親子ペア（未就学児）1.5㎞　　　
　１位　横倉　　学・つぼみ（６分42秒）
　２位　小牧　仙人・央宙
　３位　大村　真宏・優弥

■親子ペア（小学校１・２年生）1.5㎞
　１位　君島　　力・光（５分57秒）
　２位　疋田　孝路・知希
　３位　大島　隆文・彩心

■小学生３・４年生男子　1.5㎞　　
　１位　鈴木　柊太（５分36秒）
　２位　長岡　蓮人
　３位　林　　宏應

■小学生３・４年生女子　1.5㎞
　１位　生井沢優奈（６分11秒）
　２位　藤平さくら
　３位　上田ひより

■小学生５・６年生男子　2.0㎞
　１位　大津　真優（７分54秒）
　２位　栗田　大地
　３位　福島　雅也

■小学生５・６年生女子　2.0㎞　
　１位　田所五十鈴（７分40秒）
　２位　長岡　花音
　３位　藤澤　桃果

■中学生女子　3.0㎞　　　
　１位　野澤　綺花（10分46秒）
　２位　小堀　百花
　３位　田所二千羽

■一般女子　3.0㎞　　　
　１位　髙野　満美（11分04秒）
　２位　遠藤　　常
　３位　杉山　香織

■中学生男子　5.0㎞　　　
　１位　岩本　昴英（18分51秒）
　２位　須藤　悠輔
　３位　小室　智好

■一般男子　5.0㎞　　　
　１位　栗田　拓美（18分04秒）
　２位　江田　悠真
　３位　生井沢　祐一

芝ざくら植栽ボランティア募集
　芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会では、４月１１日（土）からの『芝ざくらまつり』開催に向け、
シバザクラ苗の植栽を実施いたします。
　つきましては、下記により植栽ボランティアを募集いたしますので、みなさまのご参加をお
待ちしております。

○日　　時：平成 27 年３月 14 日（土）・15 日（日）午前９時～午後４時
　　　　　　※荒天などの場合は、中止となります。
○場　　所：芝ざくら公園（市貝町見上６１４番地１）
○集合場所：芝ざくら公園駐車場
○参加特典：①昼食時に温かい『トン汁』をご用意しております。
　　　　　　②お帰りの際には『芝ざくら苗』を１株プレゼントいたします。
○申込方法：参加を希望される方は、準備の都合上、下記までご連絡くださるようお願いします。
　　　　　　（当日の参加も大歓迎です。）
　　　　　　・協議会会長 石川　雅雄【 TEL.0285 － 68 － 3083 】
　　　　　　・市貝町企画振興課地域振興係【 TEL.0285 － 68 － 1118 】
○そ の 他： ①軍手・園芸用スコップ等をご持参の上、作業の出来る服装でご参加ください。
　　　　　　②半日のみの参加も大歓迎です。
　　　　　　③昼食、飲み物等は各自ご持参ください。

・芳那の水晶湖ふれあいの郷協議会　TEL.0285 － 68 － 4839
・市  貝  町  企  画  振  興  課　TEL.0285 － 68 － 1118

　この時季は空気が乾燥し、火災
の起こりやすい季節です。住宅火
災による死傷者をなくすため住宅
用火災警報着を設置し、火の取り
扱いには十分注意しましょう。
　強風時には屋外でのたき火は絶
対にやめましょう。
　また、消火器、住宅用火災警報
器の悪質訪問販売および点検業者
に十分ご注意ください。
●問い合わせ
　芳賀地区広域行政事務組合
　消防本部
　真岡消防署市貝分署
　☎０２８５（６７）１１１９

『もういいかい
　　火を消すまでは
　　　　　まあだだよ』

３月1日（日）～７日（土）
春季全国火災予防運動







梅まつりイベント梅まつりイベント

日

日

開催期間

３月28日（土）
村上観音山梅の里　展望台および梅園

日 時

会 場

内 容

■問い合わせ　企画振興課　☎（68）1118

観音山梅の里 まつり観音山梅の里梅まつり

バイオリンリサイタルや歌謡ショー、カラ
オケ大会などの多彩な催しのほか、甘酒
の無料配布や新鮮野菜の販売・模擬店な
ど。サシバのサッちゃんも登場します。
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2
月
7
日
、
町
で
は
茂
木
警
察
署
・

日
本
自
動
車
連
盟
（
Ｊ
Ａ
Ｆ
）
と
協
力

　

町
と
宇
都
宮
大
学
は
１
月
23
日
、
芝

ザ
ク
ラ
の
栽
培
な
ど
に
関
す
る
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

同
大
の
雑
草
と
里
山
の
科
学
教
育
セ

ン
タ
ー
（
井
本
英
夫
セ
ン
タ
ー
長
）
は

日
本
で
唯
一
雑
草
に
つ
い
て
の
研
究
を

行
っ
て
お
り
、
芝
ザ
ク
ラ
に
特
化
し
た

農
薬
の
開
発
や
植
栽
方
法
の
見
直
し
を

進
め
て
い
く
方
針
で
す
。
町
や
芳
那
の

水
晶
湖
ふ
れ
あ
い
の
郷
協
議
会
と
連
携

　

１
月
18
日
、
役
場
多
目
的
ホ
ー
ル
で

里
山
を
生
か
し
た
環
境
教
育
と
人
づ
く

り
、
地
域
づ
く
り
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
58
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

基
調
講
演
で
は
、
立
教
大
学
の
阿
部

治
教
授
を
講
師
に
迎
え
「
環
境
教
育
を

通
じ
た
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
」
と

題
し
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
演

の
な
か
で
阿
部
教
授
は
、
町
ぐ
る
み
で

の
環
境
教
育
・
学
習
が
重
要
で
あ
り
、

様
々
な
団
体
が
協
力
し
合
う
取
り
組
み

　

市
貝
中
（
三
田
進
校
長
）
で
１
月
30

日
、
今
ま
で
の
自
分
を
振
り
返
り
、
今

後
の
生
き
方
や
目
標
を
考
え
る
「
立
志

の
集
い
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
２
年
生

１
０
７
人
が
、
保
護
者
の
前
で
一
人
ひ

と
り
夢
や
決
意
を
「
誓
い
の
こ
と
ば
」

と
し
て
述
べ
た
後
、
学
年
合
唱
を
披
露

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
マ
ラ
ソ
ン
選
手
の
赤
羽

有
紀
子
さ
ん
（
ホ
ク
レ
ン
所
属
）
を
招

き
「
笑
顔
と
素
直
な
心
」
と
題
し
た
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
赤
羽
さ
ん
は

大
学
時
代
に
初
め
て
全
国
優
勝
し
た
こ

道
の
駅
で
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

コ
ン
ビ
ン
サ
ー
体
験
」
を
実
施

芝
ザ
ク
ラ
栽
培
で
宇
大
と
協

定
締
結

市
貝
中
で
立
志
の
集
い

サ
シ
バ
の
里
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

開
催

行
政
相
談
出
前
教
室
開
催

犯
罪
被
害
者
等
支
援

パ
ネ
ル
展
の
開
催

と
や
、
出
産
後
も
競
技
生
活
を
続
け
た

こ
と
等
、
こ
れ
ま
で
の
人
生
経
験
を
ふ

ま
え
「
良
い
こ
と
が
あ
っ
て
こ
そ
の
笑

顔
で
は
な
く
、
笑
顔
で
い
れ
ば
良
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
素
直
な
心
を
も
っ
て

様
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
、
そ
れ
が
た
と

え
大
き
な
目
標
で
な
く
小
さ
な
こ
と
で

あ
っ
て
も
、
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し
て
い

く
う
ち
に
大
き
な
夢
が
見
え
て
く
る
の

で
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

講
演
後
、
生
徒
の
代
表
か
ら
赤
羽
さ

ん
に
花
束
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

が
重
要
で
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
元
ホ
ー
ル
ア
ー
ス

自
然
学
校
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
遠
藤

隼
氏
か
ら
、
静
岡
県
の
ホ
ー
ル
ア
ー
ス

自
然
学
校
で
の
環
境
教
育
活
動
に
つ
い

て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
作
新
学
院
大
学

の
青
木
章
彦
教
授
、
パ
ネ
ラ
ー
に
小
貝

小
学
校
髙
木
達
教
務
主
任
、
い
ち
か
い

子
育
て
ネ
ッ
ト
羽
ば
た
き
永
島
朋
子
副

理
事
長
、
サ
シ
バ
の
里
協
議
会
長
野
大

輔
事
務
局
長
、
遠
藤
隼
氏
を
迎
え
、
そ

れ
ぞ
れ
の
里
山
環
境
を
生
か
し
た
活
動

に
つ
い
て
の
取
り
組
み
事
例
の
紹
介
や

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
小
貝
小
学
校
で
6
年
生

を
対
象
に
行
政
相
談
出
前
教
室
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
日
常
生
活
と
行
政
と
の
関

わ
り
に
つ
い
て
の
理
解
や
、
行
政
に
対

す
る
意
見
や
要
望
等
を
聴
い
て
行
政
の

改
善
を
図
る
「
行
政
相
談
制
度
」
に
つ

い
て
認
識
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

行
わ
れ
た
講
座
で
、
町
で
は
初
め
て
の

開
催
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
最
初
に
、
総
務
省
栃
木
行
政
評

　

町
で
は
、
2
月
4
日
か
ら
17
日
ま
で

「
道
の
駅
サ
シ
バ
の
里
い
ち
か
い
」
の

価
事
務
所
の
森
田
さ
ん
か
ら
、
日
常
生

活
と
行
政
の
関
わ
り
や
、
行
政
相
談
の

仕
組
み
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
市
貝
町
の
行
政
相
談
委
員
で
あ

る
藤
平
幸
子
さ
ん
か
ら
、
行
政
相
談
委

員
の
具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
の
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

　

児
童
か
ら
は
「
行
政
が
自
分
の
身
近

に
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ

た
」「
近
所
で
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

っ
た
ら
相
談
し
た
い
と
思
っ
た
」
と
い

っ
た
感
想
が
上
が
り
ま
し
た
。

し
て
、「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ

ー
体
験
」
を
道
の
駅
サ
シ
バ
の
里
い
ち

か
い
で
実
施
し
、
道
の
駅
を
訪
れ
た
家

族
連
れ
や
高
齢
者
ら
約
70
名
が
体
験
し

ま
し
た
。

　
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
コ
ン
ビ
ン
サ
ー
」

は
時
速
約
5
キ
ロ
で
衝
突
し
た
際
の
衝

撃
を
発
生
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
体
験

者
か
ら
は
「
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
重
要
性

が
よ
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
他
の
人
も

経
験
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
ね
。」
と

の
感
想
も
い
た
だ
き
好
評
で
し
た
。

し
な
が
ら
来
年
を
め
ど
に
具
体
策
を
決

定
、
実
践
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

同
大
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に
お
い
て
、

井
本
セ
ン
タ
ー
長
は
「
長
年
の
蓄
積
が

お
役
に
立
て
る
と
思
う
」
と
話
し
、
入

野
町
長
は
「
宇
大
と
の
官
学
連
携
は
非

常
に
心
強
い
。
末
永
く
相
互
連
携
を
図

っ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

ま
ち
お
こ
し
セ
ン
タ
ー
で
栃
木
県
及
び

公
益
社
団
法
人
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

と
ち
ぎ
と
の
共
催
で
犯
罪
被
害
者
等
支

援
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

パ
ネ
ル
展
は
、
２
０
１
１
年
4
月
の

鹿
沼
市
の
ク
レ
ー
ン
車
に
よ
る
交
通
事

故
で
犠
牲
と
な
っ
た
児
童
を
は
じ
め
県

内
で
の
事
件
事
故
の
被
害
者
13
人
の
写

真
や
家
族
の
手
紙
、
ま
た
、
当
時
の
新

聞
記
事
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
交
通
事
故

等
の
恐
ろ
し
さ
と
犯
罪
被
害
者
等
支
援

の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た
。
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生涯学習・スポーツ
図書館・歴史民俗資料館

教育・文化・スポーツ

 ３月の予定

町立城見ヶ丘大学教室・講座の
お知らせ

市貝ジュニアリーダースクラブ新規会員大募集！

ＤＶＤ・視聴覚機材を
貸し出しています

4 月3 月

3 月の公民館休館日

March

２日（月）、９日（月）、１６日（月）、２３日（月）、３０日（月）

1　月

7,072

6,108

館長一押しの一冊�
「アタマがどんどん元気になる

もっと脳の強化書　２」
著・加藤　俊徳

　「アタマがみるみるシャープになる ! ! 脳の強化書」
の続編です。本書のテーマはズバリ「欲求」。私たち
はどうすれば、本当の欲求を見つけ、引き出し、育て
ることができるのでしょうか？ユニークな４１にわた
るトレーニング法を収録。最近元気がないなーという
人も、元気すぎて困っているという人も必読の１冊で
す。

　平成27年度（新年度）の町立城見ヶ丘大学では、
新規講座を開設する予定です。教室・講座の内容に
ついては、後日発行する「生涯学習ガイドブック」
や「教室講座受講生募集チラシ」をご覧ください。
教室・講座の受講申し込みは４月１日（水）～４
月２５日（土）までに中央公民館へお申込みくださ
い。
　ガイドブックは４月初旬に中央公民館で配布予
定、チラシは３月下旬に各戸へ配布を予定しており
ます。	
　問い合わせ：生涯学習課　☎６８－００２０

　市貝ジュニアリーダースクラブ
は、高校生が自分の住んでいる地域
を活動の場として、ボランティア活
動を行いながら仲間づくりをしてい
るクラブです。
　郡内ジュニアリーダースクラブと
の研修会やこどもまつり、町民祭
など各種イベントへの参加協力など
を行っています。毎月１回の定例会
ではお互いの親睦と自らの資質を高
めようとメンバー皆で頑張っていま
す。
ただいま会員大募集中！興味のある
方、活動してみたい方は中央公民館
までお申し込みください。一緒に楽
しい高校生活の思い出を作りましょ
う！
問い合わせ：市貝ジュニアリーダー
スクラブ事務局　☎６８－００２０

　芳賀地区広域行政事務組合では、映写機やＤＶ
Ｄ、１６ミリフィルムなどの視聴覚機材を無料で貸
し出しています。自治公民館や子ども会などの活動
にぜひご利用ください。中央公民館で申し込みを受
け付けています。（※個人への貸出は行っておりま
せんのでご了承ください。）
　教育関連やアニメなど、様々な種類が揃っていま
すので、地区行事などの機会にもご活用ください。
お申し込みは利用日の1カ月前までにお願いします。
　問い合わせ：生涯学習課　☎６８－００２０

3 月の予定
●図書館で一緒に遊びましょ！

～土曜日の１０時半は図書館へ集合～
♥  ７日（土）　コップでびっくり！
♦１４日（土）　かっこいいレーシングカーつくるよ！
♣２１日（土）　ひもつきぽっくり
♠２８日（土）　オリジナル写真立てをつくっちゃおう♪
●こども映画会

　 １日（日）　１４：００～１４：３０
　　めいたんていラスカル　
　　　　～かいとうウルフさんじょう！～

　歴史民俗資料館で開
催している「収蔵展　くら
しと農具」にあわせ、「昔
のくらしの道具と農具」の
企画コーナーを設けまし
た。資料館でみて、家に
帰って本を読んで振返っ
てみてはいかがでしょう
か？図書館でみなさんの
学びを応援します。

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19  20 21 22 23 24 25

 26  27 28 29 30

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19  20 21

22 23 24 25  26  27 28

29 30 31

春分の日

昭和の日月末資料整理休館日 月末資料整理休館日

見学するだけじゃもったいない

図書館まつりありがとうございました

私のコレクション新しくなりました

　１月２４日に開催された図書館まつりに多く
の方にご参加、ご協力いただきありがとうご
ざいました。
　フリーマーケットや出店くださった方から
の寄付及び、アルミ缶回収での収益で、コ
ミックスの抜けている巻、続刊等を購入しま
す。また、「あったらいいなこんな本BOX」
に届いていたリクエストも参考にしますの
で、是非BOXにリクエストしてください。
　　アルミ缶回収　　４，１２０円
　　寄付＆募金　　１２，３８１円
　　計　　　　　　１６，５０１円

　今回は、鉄道やバスの記念切符などを５０年
以上収集している館長のコレクションです。
　今話題の「東京駅開業１００周年記念Suica」
がコレクションに並ぶのはいつになるのか？
今年度中に届くかは運次第です。

総合型地域スポーツクラブ

問 市貝いきいきクラブ事務局 （中央公民館）
68-0020
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0.050
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0.050
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平成27年2月４日の測定結果

☎（68）1114
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情報
交 差 点

薪ストーブ専門店

ファイヤーライフ真岡

◎薪ストーブ販売・設計施工、アクセサリー・薪販売
　薪割り体験・薪ストーブクッキング実演開催中 !!

真岡市下高間木2-9-2　TEL 0285－85－5687
http://www.firelife Open: 10:00～18:00　水曜定休日

全国26店舗　安全安心な施工ネットワーク

町
社
会
福
祉
協
議
会

嘱
託
職
員
募
集

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
次
の
と

お
り
嘱
託
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
種
・
人
数

　

生
活
相
談
支
援
員　

１
名

▼
応
募
資
格

　

「
社
会
福
祉
士
」
「
精
神
保
健
福

祉
士
」
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
講
習
を
修
了
し
た
方
」
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
。

▼
雇
用
期
間

　

平
成
27
年
４
月
１
日
～

　

平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で（
更
新
有
）

▼
賃
金　

　

月
額
１
８
０
，
０
０
０
円

　
（
６
月・12
月
賞
与
有
、通
勤
手
当
有
）

▼
勤
務
時
間

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
募
集
期
間

　

平
成
27
年
３
月
20
日
（
金
）
ま
で

▼
応
募
方
法

  

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、
社
会
福
祉
協
議
会
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
（
６
８
）
３
１
５
１

『
市
貝
町
ひ
ま
わ
り
会
』

（
知
的
障
が
い
者
育
成
会
）
を

ご
存
知
で
す
か
？

　

市
貝
町
に
住
む
、
知
的
障
が
い
の

あ
る
方
・
保
護
者
・
支
援
者
の
会
で

す
。
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
バ
ス
旅
行
な
ど
の
行

事
を
通
し
、
会
員
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

も
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
交
流
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
す
。
外
に
出
る
き
っ

か
け
に
、
仲
間
づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
一
度

遊
び
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
い
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
も
大
歓
迎
で
す
。

　

会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、事
務
局
ま
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
貝
町
ひ
ま
わ
り
会
事
務
局

　
（
市
貝
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　

 

☎   

（
６
８
）
３
１
５
１

　

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
８
）
３
５
５
３

福島県と新潟県の
子育て家族優待カードが
有効期限を迎えます！

●とちぎ未来クラブでは、子育て家族応援事業として「と
ちぎ笑顔つぎつぎカード」を発行していますが、同様の事
業を実施している近県 ( 福島・茨城・群馬・埼玉・新潟 )
との連携により、栃木県内の対象世帯は希望する県のカー
ドを申し込むことができます。
●福島県と新潟県のカードが平成 27 年 3 月 31 日に有効
期限が切れます。新しいカードを希望する場合は、申込み
が必要となります。詳しくはホームページをご覧ください。

とちぎ未来クラブ　
TEL：028-643-1006　
E-mail：tmirai@tochigi-mirai.jp　
URL：http://www.tochigi-mirai.jp/ 

※新潟県は毎年更新が必要です。

　

す
き
っ
と
し
た
冬
空
の
も
と
、
１

月
24
日
「
第
３
回
い
ち
か
い
図
書
館

ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
、
２
千
人
を

超
え
る
人
た
ち
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

指
定
管
理
を
導
入
し
て
か
ら
祭
り

も
定
着
し
、
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
。

昨
年
８
月
末
に
は
入
館
者
１
０
０
万

人
を
突
破
し
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

記
念
に
今
回
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る

と
い
う
抽
選
会
場
は
、
朝
か
ら
途
切

れ
な
い
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
を
見
せ
ま

し
た
。
目
玉
は
、
除
籍
に
な
っ
た
図

書
館
所
蔵
の
一
般
書
や
児
童
書
な
ど

無
料
で
持
ち
帰
れ
る
「
リ
サ
イ
ク
ル

市
」
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
。
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ

れ
武
者
絵
体
験
教
室
や
栞
づ
く
り
、

マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
・
と
ち
き
ゃ
ら
に

よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
、
終
日
、
親
子

で
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

館
外
で
は
、
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
や
フ

見
て
・
聴
い
て
・
踊
っ
て
・

　
　
　
　
　
食
べ
て
・
発
見
し
て
！

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
も
行
わ
れ
、
心
ゆ

く
ま
で
楽
し
ん
だ
冬
の
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

～
い
ち
か
い
図
書
館
ま
つ
り
開
催
～
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婚 

姻 

　 　
（
敬
称
略
）

　
住
　
所
　    

氏
　
　
名

　
宇
都
宮
市　

上　

田　

昭　

寿

　

竹　

内　

佐　

藤　

美　

幸

　

市　

塙　

泉　
　
　

圭　

司

　
宇
都
宮
市　

大　

貫　

章　

子

　

市　

塙　

大　

塚　

崇　

博

　
宇
都
宮
市　

松　

本　

有　

加

　

赤　

羽　

大　

塚　

一　

弘

　
高
根
沢
町　

阿
久
津　

修　

子

　

市　

塙　

菅　

沼　

健　

吾

　

市　

塙　

小　

口　

圭　

香

　

赤
羽　

早
坂　

天そ

翔ら　

光　

幸

里　

奈

文
谷　

薄
根　

晃こ
う

汰た　

琢　

也

美
智
子

市
塙 

ミ
ヤ
ヒ
ラ
バ
ル
デ
ィ
ビ
ア 

レ
ア
ン

ル
イ
ス 

リ
カ
ル
ド　

ベ
ン
ハ
ミ
ン

麻　

弥

15
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一
月
受
付
分

　

出
　
生 　
（
敬
称
略
）

住
所
　  

氏
　
名
　  

保
護
者
名

赤
羽　

吉
澤　

優ゆ
う

翔と　

泰　

隆

真
由
美

上
根　

助
川
も
も
か　

貴　

弘

絵
里
子

赤
羽　

小
林　
　

茜あ
か
ね　

勇　

貴

典　

子

多
田
羅　

中
井　

悠ゆ
う

玄げ
ん　

誠　

司

貴　

子

赤
羽　

石
川　

朔さ
く

士と　

寿　

昭

靖　

子

市
塙　

南　
　

花は
な

枝え　

基　

樹

克　

枝

上
根　

宮
田　

泰た
い

斗と　

俊　

秀

理　

惠

町の人口
2 月１日現在

　男	 6,169（6,205）

　女	 5,993（6,053）

　計	 12,162（12,258）

世帯数	 4,270（4,238）

　（ ）内は昨年の同月

〔住民基本台帳〕

14

　
（
敬
称
略
）

 

住 

所
　    

氏
　
　
名
　
年
齢

市　

塙　

山
田
ト
シ
子　

69
歳

市　

塙　

大
﨑　

巨
子　

80
歳

多
田
羅　

大
嶋　

イ
シ　

92
歳

赤　

羽　

小
松　

タ
ケ　

90
歳

市　

塙　

関
澤　

太
平　

89
歳

市　

塙　

山
口　
　

茂　

89
歳

田
野
辺　

墨
野
倉
隆
男　

71
歳

杉　

山　

園
部　

菊
次　

87
歳

善
意
を
あ
り
が
と
う

　

川　
　

柳 

「
小
川
」　	

市
　
塙
　
飯
田
　
礼
子
　
選

忘
ら
れ
ぬ
ド
ジ
ョ
ウ
す
く
っ
た
幼
い
日	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

水
ぬ
る
み
清
き
小
川
や
雑
魚
遊
ぶ	

市　

塙　

高
根
沢
喬
行

田
に
入
る
細
き
小
川
Ｕ
字
溝	

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

山
奥
に
清
い
流
れ
の
小
川
見
え	

文　

谷　

小
峰　

カ
ツ

春
う
ら
ら
小
川
に
メ
ダ
カ
泳
い
で
る	

刈
生
田　

渡
辺　

時
雄

散
歩
す
る
小
川
の
辺
ネ
コ
ヤ
ナ
ギ	

市　

塙　

飯
田　

資
雄

川
蝉
も
木
の
葉
の
堰
に
羽
根
広
げ	

石　

下　

馬
込　

滋
紀

題
予
告
四
月
号 

「
新
緑
」 

五
月
号 

「
雑
魚
」 

締
切
り
は
毎
月
五
日
で
す
。

○
四
月
号
よ
り
、選
者
が
飯
田
資
雄
氏
に
変
わ
り
ま
す
。

　

短　

  

歌
　	

椎
　
谷
　
小
堀
　
宮
子
　
選

市　

塙　

平
澤
ト
ミ
子

古
里
の
声
の
便
り
は
温
か
し
俵
編
む
母
土
間
に
顕た

ち
来
る

市　

塙　

仲
山
美
代
子

し
ん
し
ん
と
初
雪
降
る
を
窓
に
見
て
白は
く

紙し

に
墨ぼ
く

筆ひ
つ

運
び
楽
し
む

市　

塙　

木
村　

久
子

月
一
度
集つ
ど

い
て
唱
う
童
謡
に
故
郷
思
う
少
女
の
頃
を市　

塙　

苔
野　

一
郎

戦
い
の
絶
え
ぬ
彼
方
の
中
東
の
飢
え
に
し
子
ら
の
膨
れ
た
る
腹

市　

塙　

永
嶋　

靜
江

黄た
そ

昏が
れ

の
雪
の
那
須
尾
根
寒
空
に
墨
絵
の
如
く
展
開
し
お
り

赤　

羽　

五
月
女　

修

苗
木
植
え
三
年
経た

ち
し
梨
の
木
に
棚
作
り
せ
し
師
走
半な
か

ば
に

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

ぽ
つ
ぽ
つ
と
日
溜
り
に
咲
く
福
寿
草
お
日
様
の
よ
う
な
可
愛
い
い
花
が

市　

塙　

髙
木　

眞
佐

し・
も・
つ・
か・
れ・
母
よ
り
受
け
継
ぐ
こ
の
味
に
孫
は
今
流
の
肉
き
の
こ
入
り

笹
原
田　

枝
川
由
紀
子

初
春
や
新
し
達
磨
に
片
目
入
れ
さ
さ
や
か
な
願
い
子
ら
と
祈
り
ぬ

杉　

山　

平
野　

宮
子

雪
解ど

け
の
間あ
わ
いの
ぞ
か
す
福
寿
草
冬
陽
を
浴
び
て
花
あ
た
た
か
し

　

俳　

 

句
　	

杉
　
山
　
髙
木
　
昭
一
　
選

雪
解
け
に
土つ
く
し筆
競
い
し
休
耕
田	

田
野
辺　

大
畑　

耕
兵

冬
空
に
昇
る
火か

龍り
ょ
うか
ど
ん
ど
焼
き	

　
　
　
杉　

山　

髙
庄　
　

健

春
雪
を
早
く
も
溶
か
す
獣
道	

多
田
羅　

佐
藤　

美
代

西
南
西
無
言
極
太
恵
方
巻	

 市　

塙　

髙
木　

正
子

今
年
ま
た
老
の
手
習
ひ
初
硯	

　
　
　

市　

塙　

橋
本　

フ
ミ

草
の
芽
や
舗
道
の
裂
け
目
ひ
た
走
る	

田
野
辺　

雅　
　

翠　

野
仏
の
肩
に
ふ
ん
わ
り
牡
丹
雪	
　
　
　

続　

谷　

軽
部　

悦
子

里
山
に
き
ら
り
輝
く
雪
景
色	
上　

根　

谷
口　

弘
子

積
る
か
に
見
せ
て
降
る
雪
一
、
二
寸	
市　

塙　

深
澤　

八
十

着
ぶ
く
れ
て
風
花
の
な
か
家
路
か
な	

市　

塙　

杉
山　

紀
美

深
夜
降
る
雪
の
最さ

中な
か

や
掃
く
歩ほ

幅は
ば	

 

赤　

羽　

小
塙　

翠
梢

梅
咲
け
り
陽
射
強
し
や
風
温
く
し	

市　

塙　

髙
根
沢
高
行

社や
し
ろに
て
篝
か
が
り

火び

高
く
豆
を
撒
く	

　
　
　

刈
生
田　

渡
辺　

時
夫

初
午
や
笠
間
稲
荷
の
人
の
並	

　
　
　

赤　

羽　

飯
村　

路
風

足
ぶ
み
し
春
が
そ
こ
ま
で
福
寿
草	

  

市　

塙　

髙
木
マ
サ
子

学
童
の
居
残
り
迎
え
日
脚
伸
ぶ	

赤　

羽　

永
山　

青
楓

春
の
野の

辺べ

ゆ
っ
く
り
歩
く
押
車	

市　

塙　

髙
木　

ワ
カ

陽
の
ぬ
く
み
山
門
満
ち
て
梅
早
し	

　
　
　

市　

塙　

小
林
み
さ
を

か
が
み
こ
み
ひ
と
摑
み
だ
け
田
芥
つ
む	

 

市　

塙　

豊
田　

功
剣

手
の
届
く
位
置
に
本
積
む
炬
燵
か
な	

杉　

山　

髙
木　

昭
一

※
俳
句
の
締
切
り
は
毎
月
十
日
必
着
で
す
。ご
協
力
く
だ
さ
い
。［
選
者
］

益
子
町

　
法
師
人
　
恵
子
様

・
町
の
民
俗
資
料
と
し
て

　
　
　

五
月
節
句
人
形　
　

１
体

　
　
　

雛
人
形　

一
式　
　

１
組

臨床心理士による心の健康相談
子育てや人間関係のことで悩んでいる方、ぜひご利用ください。
●日　時　平成27年1月28日（水）
　　　　　午後１時30分から（要予約）
●場　所　保健福祉センター
●問い合わせ・申し込み
　健康福祉課健康づくり係　☎（６８）１１３３（保健師）まで

悪
質
な
投
資
勧
誘
に

ご
注
意
!!

家
内
労
働
委
託
状
況
届

の
提
出
は
４
月
30
日
ま

で
で
す
。

大
学
生
等
の
保
護
者
の
た

め
の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス

　

高
齢
者
を
中
心
に
、
悪
質
な

業
者
に
よ
る
未
公
開
株
や
社

債
、
フ
ァ
ン
ド
な
ど
の
詐
欺
的

な
投
資
勧
誘
被
害
が
多
発
し
て

い
ま
す
。
お
か
し
い
な
？
と

思
っ
た
ら
、
迷
わ
ず
財
務
局
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

家
内
労
働
法
第
26
条
、同
法

施
行
規
則
23
条
に
よ
り
、家
内

労
働
者（
内
職
者
）へ
業
務
を
委

託
し
た
場
合
に
は
延
滞
な
く
、

そ
れ
以
後
は
毎
年
４
月
１
日
現

　

栃
木
県
で
は
、大
学
生
等（
大

学・短
大・専
門
学
校
等
）の
保
護

者
で
県
内
在
住
の
方
を
対
象
に

「
大
学
生
等
の
保
護
者
の
た
め

の
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」を
開
催
し

ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
、電

話
に
て
参
加
予
約
を
受
け
付
け

ま
す
の
で
、県
労
働
政
策
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。先
着

１
０
０
名
と
な
り
ま
す
。

▼
日
時
・
場
所

  

平
成
27
年
３
月
４
日（
水
）

　

13
時
～
15
時　

全
体
会

　

15
時
～
16
時
30
分  

　

個
別
相
談
会（
希
望
者
の
み
）

　

被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

は
・
・
・

○
電
話
勧
誘
等
に
は
ス
グ
応
じ

な
い
！

○
も
う
け
話
を
安
易
に
信
じ
な

い
！

○
よ
く
わ
か
ら
な
い
商
品
に
は

手
を
出
さ
な
い
！

○
一
人
で
悩
ま
ず
早
く
相
談
！

▼
相
談
受
付
・
問
い
合
わ
せ

在
の
委
託
状
況
に
つ
い
て
、４
月

30
日
ま
で
に
労
働
基
準
監
督
署

を
経
由
し
て
栃
木
労
働
局
に
委

託
状
況
を
提
出
す
る
こ
と
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、栃
木
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室（
電
話
０
２
８

（
６
３
４
）９
１
０
９
）ま
た
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

栃
木
県
庁
東
館
４
階
講
堂

▼
参
加
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
産
業
労
働
環
境
部

　

労
働
政
策
課
雇
用
対
策
担
当

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）３
２
２
４

「
と
ち
ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン

ケ
ー
ト
」 

協
力
者
募
集

　

栃
木
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ

ん
の
意
識
や
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
県
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
県
政
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
在
住
の
満
16
歳
以
上
の

方
で
、
月
１
回
の
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
と
ち

ぎ
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
協
力
者

募
集
」
の
募
集
フ
ォ
ー
ム
か
ら

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
お
問
い
合
わ
せ
先

　

栃
木
県
広
報
課

　

☎
０
２
８（
６
２
３
）２
１
５
８

　

財
務
省
関
東
財
務
局　

　
　
　

証
券
監
督
第
１
課

　

☎
０
４
８（
６
１
３
）３
９
５
２
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405

16

澄
きよ

貴
たか

ちゃん
（1歳）

お父さん　小堀光一朗さん　お母さん　理恵さん
（椎谷）

　目に見える世界すべてが興味の対象。毎日が出会い
と発見の連続であらゆるものが澄貴の遊び道具。家族
は振り回されてばかりだけど毎日幸せです。

市貝町防災行政メールの
登録はこちらから
防災行政無線の放送が聞き取れなかったときには
 ☎６８－２３６６（ニサンガロクロク）	
　　　　　  　　総務課消防交通係  ☎６８－１１１１問い合わせ

225
➋

平野祥磨さん

（塩田）

加藤宏明さん

（多田羅）
早坂光幸さん

（赤羽）

小林明信さん

（赤羽）

木村汐里さん

（赤羽）

石川　聡さん

（塩田）

小林祐郁さん

（赤羽）

有馬宗太郎さん

（赤羽）

猪口美里さん

（多田羅）

豚肉 ……………………200ｇ
ごぼう …………1/2 本 (40ｇ)
まいたけ …1/2 パック (40ｇ)
にら ……………1/2 束 (30ｇ)
卵 …………………………2個
牛乳 ………………………50cc
にんじん………1/4 本 (40ｇ)

材料（４人分）

〈作り方〉

〈食改さんのおすすめポイント〉

①ごぼうはささがきにして酢水にさらしてアクを抜く。にんじんは短冊切り
にしてゆでておく。ごぼう、にんじんは煮汁でさっと下煮しておく。
②まいたけは一口大に手でほぐしておく。豚肉は一口大に切り、牛乳につけておく。
③鍋にごぼう、まいたけ、豚肉をのせ、たれを入れて火にかける。肉に火が
通ったら、１㎝ぐらいに切ったにらを混ぜ卵を上から回しかけ、すぐ火を
止め、人参をのせ、蓋をしておく。

〈１人分の栄養価〉 エネルギー
197kcal

塩分
1.1g

食改さんの レシピ食改さんの レシピ 24

所要時間
20分

・卵のとろみと、ごぼうのシャキシャキ感が絶妙にマッチします。
・丼にも、おかずにも、おつまみにもなり、一度覚えておくと重宝します。
・なす、万能ネギ、いんげん、厚揚げなどを使用しても美味しく作れます。

○ごぼう、にんじん用煮汁
・だし ……………………90cc
・薄口しょう油…大さじ 1/2
・みりん …………大さじ 1/2

○たれ
・だし ………………200cc
・薄口しょう油 …大さじ１
・みりん …………大さじ１


